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校
友
会
愛
知
県
支
部
は
、
東
日
本
大
震
災

で
多
大
な
被
害
を
受
け
た
石
巻
専
修
大
学

（
坂
田
隆
学
長
）
に
対
し
募
金
活
動
を
展
開

し
た
ほ
か
、
支
援
物
資
を
直
接
、
同
大
学
に

届
け
た
。
西
島
篤
師
支
部
長
（
昭
４９
経
済
）

は
「
一
刻
も
早
く
石
巻
専
大
の
学
生
た
ち
に

具
体
的
な
支
援
を
し
な
け
れ
ば
と
、
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
善

意
が
集
ま
っ
た
。
今
後
も
私
た
ち
が
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
お
手
伝
い
し
た
い
」と
語
る
。

（
１２
・
１３
面
に
関
連
記
事
）

３
月
３０
日
、
愛
知
県
支
部

有
志
８
人
が
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
石
巻
専
修
大

学
へ
の
支
援
金
１
１
０
万
５４

円
を
、
日
髙
義
博
専
修
大
学

理
事
長
・
学
長
に
手
渡
し
た
。

同
支
部
は
、
未
曽
有
の
被

害
を
受
け
た
石
巻
市
の
実
情

を
受
け
、
す
ぐ
に
「
被
災
甚

大
な
石
巻
専
修
大
学
の
学
生

さ
ん
た
ち
へ
の
緊
急
支
援
」

を
支
部
会
員
に
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
、
３
月
２１
日
か
ら
５

日
間
で
、
５５
人
か
ら
支
援
金

が
寄
せ
ら
れ
た
。

西
島
支
部
長

は
、
さ
ら
に
愛

知
県
か
ら
車
２

台
を
走
ら
せ
、

石
巻
専
修
大
学

に
直
接
、
支
援

物
資
を
届

け

た
。次

男
の
寛
さ

ん
と
交
代
で
ワ

ゴ
ン
車
を

運

転
、
同
支
部
の

安
藤
豊
隆
さ
ん

（
昭
５６
商
）
も

４
㌧
ト
ラ
ッ
ク

で
か
け
つ

け

た
。
４
月
１１
日

の
夕
刻
に
豊
橋

を
た
っ
た
両
車

に
は
、寝
袋（
ド

イ
ツ
製
）
マ
ッ

ト
１
０
０
セ
ッ

ト
（
重
量
で
２

５
０
㌔
）
を
は
じ
め
、
日
用

必
需
品
、
食
料
な
ど
県
内
支

部
か
ら
集
ま
っ
た
「
愛
情
物

資
」
が
ぎ
っ
し
り
。

校
友
会
三
重
県
支
部
の
鈴

木
裕
志
支
部
長
（
昭
４６
商
）

か
ら
は
「
専
修
・
絆
」
と
書

か
れ
た
「
防
災
か
ま
ど
」
が

提
供
さ
れ
た
。

西
島
支
部
長
は
ド
イ
ツ
に

６
年
間
留
学
体
験
が
あ
り
、

現
在
も
交
流
が
続
い
て
い

る
。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
北
ド

イ
ツ
放
送
ラ
ジ
オ
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
オ
ー

ボ
エ
奏
者
と
し
て
活
躍
の
松

原
清
さ
ん
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
・
バ
イ
ネ
・
ヴ
ォ

ル
フ
ス
ブ
ル
ク
独
日
協
会
、

ラ
イ
プ
チ
ヒ
近
郊
の
転
造
機

メ
ー
カ
ー
・
プ
ロ
フ
ィ
ロ
ー

ル
社
か
ら
も
多
額
の

支
援
金
（
１
２
１
０

万
円
）
と
た
く
さ
ん

の
支
援
物
資
が
届
い

た
。石

巻
ま
で
８
４
０

㌔
。「
愛
情
物
資
」は

一
昼
夜
か
け
石
巻
市

に
到
着
、
石
巻
専
修

大
学
に
無
事
、
届
け

ら
れ
た
。

そ
の
後
、
や
は
り

甚
大
な
被
害
を
受
け

た
甘
竹
秀
雄
校
友
会

長
の
地
元
で
あ
る
大

船
渡
市
を
訪
れ
、
甘

竹
会
長
と
抱
き
合
っ

て
再
会
を
喜
ん
だ
。

豊
橋
に
戻
っ
た
西

島
支
部
長
は
「
現
地

に
行
っ
て
初
め
て
分

か
る
現
実
が
あ
る
。

ま
た
初
め
て
伝
わ
る

誠
意
が
あ
る
。
学
生
た
ち
も

ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

創
立
１
３
０
周
年
記
念
映

画
『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
は

好
評
に
応
え
、
全
国
各
地
で

ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
中
で
す
。
神

保
町
シ
ア
タ
ー
、
シ
ネ
マ
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
松
戸
、
上
田
で

ん
き
館
で
は
４
月
２２
日
ま
で

上
映
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
と
お
り
（
上
映
時
間
は

決
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

★
サ
ロ
ン
シ
ネ
マ
（
広
島
）

［
４
／
１６
～
］★
川
崎
市
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
プ
レ
ビ
劇
場

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
群
馬
）
、

シ
ア
タ
ー
大
都
会
（
富
山
）
、

１
０
９
シ
ネ
マ
ズ
四
日
市

（
三
重
）
、
桜
坂
劇
場
（
沖
縄
）

［
以
上
５
／
７
～
］★
福
山
シ

ネ
マ
モ
ー
ド
（
広
島
）［
５
／

１４
～
］
★
真
正
リ
バ
ー
サ
イ

ド
シ
ネ
マ
（
岐
阜
）
、
シ
ネ
マ

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
大
街
道
（
愛

媛
）［
５
／
２８
～
］
★
ア
イ
シ

ネ
マ
今
治
（
愛
媛
）［
６
／
４

～
］★
フ
ォ
ー
ラ
ム
仙
台［
６

／
１１
～
］
★
フ
ォ
ー
ラ
ム
福

島
（
福
島
）［
６
月
］★
フ
ォ

ー
ラ
ム
盛
岡［
７
月
］

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽
川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
５
／
７
～
１３

１２
‥
３０
～

・
５
／
１４
～
２０

１０
‥
００
～

※
初
日
の
上
映
後
、
神
山
征

二
郎
監
督
に
よ
る
舞
台
あ
い

さ
つ
を
予
定
。
５
／
９
、
１６

は
休
映
。

弁
護
士
に
な
っ
て
２８
年
。

６
年
前
に
鹿
児
島
県
弁
護
士

会
会
長
、
現
在
は
県
弁
護
士

会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
務
め
、
鹿

児
島
県
弁
護
士
の
ま
と
め
役

を
担
う
。
県
内
を
飛
び
回

り
、
土
・
日
は
事
務
所
で
一

般
の
相
談
に
応
じ
る
多
忙
な

毎
日
だ
。

薩
摩
半
島
の
串
木
野
市

（
現
い
ち
き
串
木
野
市
）
出

身
。
専
大
に
入
学
し
て
ま
も

な
く
自
立
を
志
し
た
。
劇
団

に
入
り
当
時
テ
レ
ビ
で
人
気

の
ヒ
ー
ロ
ー
「
怪
傑
ラ
イ
オ

ン
丸
」
を
舞
台

で
演
じ
た
。
こ

ど
も
の
こ
ろ
か

ら
剣
舞
が

得

意
。
入
団
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に

合
格
し
す
ぐ
主

役
に
抜
擢
さ
れ

た
。
つ
い
た
ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
は

ラ
イ
オ
ン
丸
。

１
週
間
の
う
ち

５
日
間
は
地
方

巡
業
な
ど
の
役

者
生
活
だ
っ
た
。

４
年
次
の
時
、
勉
学
団
体

「
正
法
会
」
メ
ン
バ
ー
か
ら

「
卒
業
記
念
に
」
と
誘
わ
れ

た
の
が
司
法
試
験
。
試
し
に

受
け
た
が
ま
っ
た
く
歯
が
立

た
な
い
。
「
世
の
中
に
こ
ん

な
難
し
い
試
験
が
あ
る
の

か
。
な
ん
と
か
も
の
に
し
よ

う
」
と
決
意
。
７３
年
、
東
京

で
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
た

が
、
入
社
２
日
目
に
辞
表
を

提
出
。
猛
勉
強
の
末
、
７
回

目
に
し
て
合
格
率
３
％
の
難

関
を
突
破
し
た
。

「
『
正
法
会
』
仲
間
と
励

ま
し
合
い
、
顧
問
の
故
砂
田

し

っ

た

卓
士
先
生
に
叱
咤
激
励
さ
れ

ま
し
た
。
い
ま
あ
る
の
は
砂

田
先
生
を
は
じ
め
専
大
の
応

援
態
勢
の
お
か
げ
」
と
振
り

返
る
。

検
察
官
志
望
だ
っ
た
が
司

法
修
習
生
時
代
に
転
機
が
訪

れ
た
。
取
り
調
べ
中
に
弁
護

士
が
つ
か
ず
「
検
察
か
ら
適

正
な
判
断
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
」
事
件
を
目
の
当
た
り
に

し「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
。

弁
護
士
活
動
の
重
要
さ
を
認

識
。
「
弁
護
士
の
援
助
を
受

け
ら
れ
な
い
人
た
ち
を
救
い

た
い
」と
決
断
し
た
。
現
在
、

法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
）
に
熱
心
に
取
り

組
む
の
も
当
時
の
体
験
が
根

底
に
あ
る
。

弁
護
士
過
疎
地
域
だ
っ
た

離
島
・
奄
美
地
域
の
活
性
化

に
も
尽
力
。
昨
年
新
設
の
あ

ま
み
法
律
事
務
所
の
所
長
、

正
込
健
一
朗
さ
ん
（
平
１９
法

科
大
学
院
）
と
は
、
事
務
所

で
１
年
３
カ
月
間
仕
事
を
共

に
し
た
。
「
す
っ
か
り
た
く

ま
し
く
な
っ
て
」
と
目
を
細

め
た
。

ま
た
、
同
映
画
は
、
厚
生

労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推

薦
「
児
童
福
祉
文
化
財
」（
中

学
生
以
上
、
家
庭
・
一
般
）

に
選
定
さ
れ
た
。

同
審
議
会
は
、
児
童
の
健

や
か
な
育
成
に
役
立
て
る
た

め
、
出
版
物
、
舞
台
芸
術
、

映
像
・
メ
デ
ィ
ア
等
の
部
門

ご
と
に
優
れ
た
児
童
福
祉
文

化
財
の
推
薦
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
た
び
、
同
映
画
が

選
ば
れ
た
。

２
０
１
１
年
度

年
会
費
受
付
中

２
０
１
１
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
振
込
用
紙
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
お
送
り
い
た
し

ま
す
の
で
、
校
友
会
事
務
局

☎
０３
（
３
２
６
５
）
７
５
７

９
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
『
ニ
ュ
ー
ス
専

修
』
を
毎
月
、
校
友
会
誌『
ア

ド
ニ
ス
』
を
年
４
回
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
年
会
費
は
校

友
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

学
生
へ
の
支
援
な
ど
に
も
活

用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
毎
年
の
お
振
り
込
み
が

ご
面
倒
な
方
に
は
、
専
修
大

学
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
で
の
自

動
引
き
落
と
し
が
便
利
で

す
。

「
専
修
大
学
法
曹
会
」主
催

無
料
法
律
相
談
会

校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」
（
後

援
∥
校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
２
０
１
１
年
度
の
開

催
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
今
村
法
律
記
念
事
務
所

☎
０３
（
３
２
６
４
）
１
７
２

１
ま
で
。
相
談
に
は
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
法
律
記

念
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

４
月
２０
日
、
５
月
１１
・
１８
・

２５
日
、
６
月
１
・
８
・
１５
・

２２
・
２９
日
、
７
月
６
・
１３

日
、
９
月
１４
日
、
１０
月
１９

日
、
１１
月
１６
日
、
１２
月
１４

日
、
１
月
１８
日
、２
月
１５
日
、

３
月
１４
日

【
時
間
】
１６
時
３０
分
～
１９
時

３０
分

ア
ド
ニ
ス
５５
号
刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
５５

号
」
が
４
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
∥
写
真
。
主
な
内

容
は
、
新
校
友
歓
迎
座
談
会

「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
‼
校
友

会
」
、
社
会
を
動
か
す
キ
ー

ワ
ー
ド
・
「
食
」
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
、「
わ
れ
ら
専
修
人
」

で
は
㈱
サ
ン
リ
オ
取
締
役
ラ

イ
セ
ン
ス
事
業
本
部
長
・
佐

々
木
章
人
さ
ん
、
ア
サ
ヒ
飲

料
㈱
中
部
北
陸
支
社
長
・
伊

藤
哲
也
さ
ん
の
紹
介
な
ど
。

【
３
月
３１
日
付
】

石
塚

良
次
経
済
学
部
教
授

（
在
職
２２
年
）

有
田

謙
司
法
学
部
教
授

（
在
職
６
年
）

小
林

俊
明
法
学
部
教
授

（
在
職
８
年
）

西
條

勉
文
学
部
教
授

（
在
職
１１
年
）

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
取
締
役

・
情
報
本
部
長
で
、
こ
れ
ま
で

約
４
５
０
０
社
も
の
企
業
信
用

調
査
業
務
に
携
わ
っ
た
経
験
を

持
つ
高
市
幸
男
さ
ん
が
３
冊
目

の
著
書
を
発
刊
し
た
。

本
書
で
は
各
業
界
で
問
題
が

次
々
と
明
る
み
に
出
て
い
る
企

業
の
「
粉
飾
」
に
焦
点
を
当
て

た
。
粉
飾
と
い
え
ば
「
粉
飾
決

算
」
が
思
い
浮

か
ぶ
が
、
企
業

の
社
名
か
ら
所

在
地

、

資

本

金
、
設
立
年
月
日
、
役
員
に
至

る
ま
で
粉
飾
が
存
在
す
る
と
い

う
か
ら
驚
き
だ
。
こ
う
し
た
あ

ら
ゆ
る
偽
装
に
つ
い
て
、
そ
の

方
法
・
内
容
・
手
口
を
体
系
的

に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
書

で
解
説
さ
れ
て
い
る
粉
飾
の
手

口
を
熟
知
す
る
こ
と
で
、
リ
ス

ク
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
安
全
な
取
引
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
（
発
行
∥
ブ
イ
ツ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
発
売
∥
星

雲
社
、
本
体
２
２
０
０
円
＋

税
）

大
学
院
商
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
を
修
了
し
、
現
在
、
情

報
通
信
総
合
研
究
所
の
主
任
研

究
員
を
務
め
る
松
村
広
志
さ
ん

が
審
査
学
位
論
文
を
基
に
専
修

大
学
課
程
博
士
論
文
刊
行
助
成

を
受
け
て
出
版
。

ア
ネ
ル
ギ
ー
と
は
「
本
社
が

そ
の
役
割
を
不
適
切
に
し
か
果

た
せ
な
い
場
合
に
生
じ
る
企
業

価
値
の
毀
損
や
逸
失
」
と
説

明
。
多
角
化
企
業
に
お
い
て
、

ア
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
認
識
・

測
定
し
、
管
理
す
べ
き
か
に
つ

い
て
、
管
理
会
計
の
視
点
か
ら

体
系
化
を
試
み
て
い
る
。
具
体

的
な
管
理
手
法
に
つ
い
て
も
検

討
を
加
え
て
お
り
、
研
究
者
の

み
な
ら
ず
、
実
務
に
携
わ
っ
て

い
る
人
や
管
理
会
計
を
専
攻
す

る
学
生
に
も
役
立
つ
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
（
専
修
大
学
出
版

局
、
本
体
２
８

０
０
円
＋
税
）

拡大ロードショー中

「「
一一
刻刻
もも
早早
くく
支支
援援
をを
！！
」」

創立１３０周年記念映画

▲ 神田キャンパスを訪れた西島支部長（前列右

から２人目）ら校友会愛知県支部のみなさん

校友会愛知県支部

依

願

退

職

厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会

推
薦「
児
童
福
祉
文
化
財
」
に
選
定

『
多
角
化
企
業
に
お
け

る
ア
ネ
ル
ギ
ー
の
管
理

に
関
す
る
研
究
』

独からも届いた「愛情物資」石巻専大と大船渡に
西島篤師支部長ら車２台で現地へ

－「ライオン丸」の主役 猛勉７年、司法界へ－

松
村

広
志
さ
ん（
平
２２
院
商
博
）

『
会
社
偽
装
』

鹿
児
島
県
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍

な
が

や
ま

か
ず

ひ
で

永
山

一
秀
さ
ん

（
昭
４８
法
）

高
市

幸
男
さ
ん
（
昭
５２
商
）

▶

支
援
物
資
が
石
巻
専
大
に
到
着
∥
４
月
１２
日

第４８７号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）４月１５日（１１）


